






























































































































尺　度 A型者 B曝者 0型者
AB型者i全体　　　　1 Fo 有意差
D 抑うつ性 8．46（5．26）8．57（5．69）8．14（5．69）　　　　：V．90（5．01）　i　8．34（5．43）0．14 7¢．s．
C 回帰性 8．71（4．87）9．75（4．80）8．37（4．33）　　　　1X．14（4．94）　i　8．94（4。73）1．01 7②．s．
1 劣等感 8．87（4．98）8．48（4．53）8，16（4．98）　　　　【U．62（4．22）　i　8．32（4．80）1．67 フ¢．s．
N 神経質 9．01（4．86）8．95（4．96）8．00（3．98）　　　　＝V．83（4．92）　i　8．60（4．69）0． 6 η．s．
0 主観性 7．95（3．91）7．89（4．19）7．62（4．27）　　　　，V．62（4．35）　i　7．81（4．10）0ユユ η，s，
Co非協調性 6，03（3．77）6．79（4．16）6．08（3．80）　　　　1T．48（2，68）　i　6．17（3．77）0．95 η．s．
A9攻撃性 10．03（4．29）10．68（4．01）9．90（3．98）　　　　0X．83（3．94）　i10．14（4．09）0．5！ η．s，
G 活動性 12，68（4．25）12．16（4．36）13．32（3．72）　　　　　1P2．79（3．89）　i12．72（4．11）0 84 フ¢．s，
R 衝動性 12．12（4．37）12．60（4．05）12．00（4．30）　　　　　膨P2．07（3．91）　・i！2．2！（4，20）0．26 ％．s．
T 思考的外向 10．43（4．22）11．21（4．67）9．98（4．46）　　　　　「P0．66（4．61）　110．54（4．44）0 82 η。s．
A 支配性 11，13（4．62）11．33（4．14）1L59（4．65）　　　　　痂P2．07（4．51）　i11．41（4．47）0 3 7／z．s．








































因　　　　　子典型 英語名Type型による名称 情緒安定性 社会適応性 向　性
A Average平　均　型 平　　　均 平　　　　均 平　均
B Black　List右寄り型 不　安　定 不　適　応 外　向
C Calm 左寄り型 安　　　定 適　　　　応 内　向
D Director右下がり型 安　　　定 適搭または平均 外　向
E Eccentric左下がり型 不　安　定 不適応または平均 内　向
表3　15の型の記号表示
　　　　類型^ A類型 B類型 C類型 D類型 E類型
典　　　　型 A B C D E
準　　　　型 Aノ B’ C〆 D1 E！



















系統値 A型者 B捨者 0型者 AB誉者 Fo　有意差
A 4．50（2．09）4．49（2．07）4．59（2．02）4．62（2．29）0．05　　η．s．
B 4．35（1．91）4．59（1．80）4．03（1．84）4．14（1．94）LO2　　η．∫．














血液型 A三者 B曲者 0型者 AB型者






A”　型 13（14ユ）i　　　： 3（4．8）i　　　： 11（17．5）i　　　： 3（10．3）i　　：
B　　型 　　｝R（3．3）i　　5 　　　：R（4．8）i　　　口 　　：P（1．6）i　　r 　　：I（3．4）i　　1
B〆　型 13（14．1）i24（26．1）　　　伽 6（9．5）i20（31．7）　　　1 6〈9．5）i12（19．0）　　8 2（6．9）i5（17．2）　　口
AB　型 8（8．7）i　　： U（17．5）i　　　「 5（7．9）i　　： 2（6．9）i　　：
C　　型 　　1S（4．3）i　　I 　　　：Q（3．2）i　　　I 　　：P（1．6）i　　I 　　：P（3．4）i　　l
C’　型 0（　0）i7（7，6）2（3．2）i4（6．3）0（　0）i5（7．9）0（　0）13（10．4）? 「 ? 1
AC　型 3（3．3）i　　： 0（　0）i　　　： 4（6．3）1　　： 2（6．9）i　　：
D　　型 　　　「P4（15．2）i 　　　：U（9．5）i 　　　「P3（20．6）i 　　：S（！3．8）i? 1 ? ?
D’　型 16（17．4）139（42．4）！9（30．2）i29（46．0）12（19．0）i28（44．4）9（31．0）i15（51．7）
1 1 ? 1
AD　型 9（9．8）i　　： 4（6．3）i　　　： 3（4．8）i　　： 2（6．9）i　　：
E　　型 　　：R（3．3）i 　　　；P（1．6）i o（o）i 　　1O（「0）i【 L 【 ?
E’　型 2（2．2）i5（5．4）0（　0）i3（4．8）2（3．2）i4（6．3）0（　0）10（　0）， 1 ? ?


























































































































尺度 A型者 B論者 0型者 AB型者 A型者 B型者 0型者 AB型者
D　抑うつ性 ? ? ? ?
C　回帰性 ? ? ? ?
1　劣等感 ? ? ? ? （＊） （＊）
N　神経質 ? ? ? ?
0　主観性 ? ? ? ?
Co非協調性 ? ? ? ?
A9攻撃性 ? ? ? ? ?
G　活動性 ? ? ?
R　衝動性 ? ? ? ?
丁　思考的外向 （＊） （＊） （＊）
A　支配性 ? ? ? ?
S　社会的外向 ? ? ? ?
（＊）は逆転尺度
（逆転尺度）とAg尺度が第1因子に含まれていないが，第II因子についてはA型者と0型者が
第II因子を構成している尺度が全く同一である。血液型との関係以上に，　Y－G性格検査は12尺
度をほぼ二分する形で因子が構成されている。即ち，ABO式の血液型別にY－G性格検査から
の性格構造を分析すると，大きく解釈して『内向性・内閉性一一外向性・顕示性』という2軸があ
るものと思われる。これらの結果が血液型による性格構造の方向性なのかはよく分からない。お
そらく，Y－G性格検査は従来の構成尺度である6因子ではなく，2因子という可能性を含むも
のといえるかもしれない。因子分析を行った結果においても，血液型問で類似性が見られること
から，血液型を弁別しているとはいえないと思われる。
IV。結　語
　本研究から得られた結果は，ABO式血液型が心理学的に標準化された性格検査のさまざまな
測度を特徴づけるとは言えなかった。長谷川（1985年）も『「血液型と性格」についての非科学的
俗説を否定する』という論文の中で，「血液型は，各人の行動特性を予測する上でほとんど役に立
たないということがわかった。それを信じる人々が多いのは，①記述があいまいで，反証のアミ
にかかりにくいこと，②誰にでもあてはまるような記述を，表現を変えて各血液型にちりばめて
いること，③都合のよいケースばかりを集め，まことしやかな事後解釈をしていること，などの
ためであろう」と述べている。大村（1993年）も『「血液型気質相関説」と「血液型人間学」の
心理学的研究II』という論文の中で，「これらの結果を追試者が同じ手法で問題に迫ってもこれ
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と同じ結果が得られるとは限らないで南ろう。！毎液型と気質tt・性格との関連駐に関するネガティ
ヴな材料を収集しても，このような研究によって血液型性格診断とか，血液型占いなどというも
のが滅亡するであろうか。わたくしは決してそうはならないと思う。このような研究によってか
えって勢いづけられ，日本の大衆文化にどんどん浸透していってしまうのではないだろうか。反
論が逆効果になっているのである」と述べ，現代社会の風潮を嘆いている。
　筆者ら（1994年），は，『いわゆる血液型性格1とついての児童・青年の自己評価からの一考察』と
いう論文の結語で「仮に，血液型と気質（性格）との間に関連性があるのであれば，大学生に実
施した異なる2種類の調査問においても高い一貫性が見られるはずである。しかし，共通した関
連性を見出せないのではないだろうか。古川が情熱をかけて研究した血液型と気質との相関説は，
本研究による分析で，その関連性に乏しいと結論づけてよいのではないかと思われる」と述べ，
ここでも否定的な見解を主張している。
　「血液型と性格」という分野は，大学・短大の「心理学」の講義においても学生が興味を持ち
やすく，理解しやすいテーマである。また，学生の日常生活においても話題1生が豊かであると同
時に，歪んだ知識を他者に表現したくなるテーマである。しかし，この関係が科学的に検証され
ているのではなく，大村が「FBI効果」と呼んだ，①フリーサイズ効果（Freesize・effect），②ラ
ベリング効果（LamSeling　effect），③インプリンティング効果（lmprinting　effect）による影響
がそのように思わせているに違いない。「信じる」「信じない］一は別にして，学生たちが知ってい
る以上に，両者の関係は希薄と言わざるを得ない。本研究の結果から，“少なくとも性格検査を特
徴づけている構造には，血液型による差異が見つからない’～という事実が明らかになったものと
思われる。・
〈引用文献〉
藤田主一一一・一e井口拓自・佐藤達哉・大村政男・富家　孝：血液型性格判断，ホントか，ウソか。日本応用
　心理学会第61回大会発表論文集，！994，17．
藤田主一・岡村一成・外島　裕：いわゆる血液型性格についての児童・青年の自己評価からの一考察。
　応用心理学研究，．1994，19，45－59．
古川竹二：血液型による気質砂研究。心理学研究e．lg27，2，612－634．
古川竹二：血液型と気質．← O省堂，1932。
原　来復・小林　栄：血液ノ類属的構造二就テ。医事新聞，1916，No．954，937－941．
長谷川芳典：「血液型と性格」についての非科学的俗説を否定す為。日本教育心理学会第27回総会発表
　論文集，1985，4’22－423．
能見正比古：血液型でわかる相性。青春出版社，1971．
大村政男・花沢成一・佐藤　誠：新訂・心理検査の理論と実際。駿河台出版社，1985．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血液型性格類型論と性格検査との関係について　　41
大村政男：血液型と性格。福村出版，1990．
大村政男：「血液型気質相関説」と「血液型人間学」の心理学的研究一古川竹二教授生誕百年を記念
　する一。日本大学人文科学研究所研究紀要，1991，42，71－92．
大村政男：「血液型気質相関説」と「血液型人間学」の心理学的研究II。日本大学人文科学研究所研究
　糸己要，　1993，　46，　115－155．
佐藤達哉・渡邊芳之：現代の血液型性格判断ブームとその心理学的研究。心理学評論，1992，35，2，
　234－268．
八木俊夫：YG性格検：査一YGテストの実務応用的診断法一．臼本心理技術研究所，1987。
